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１．現在のシェアドアクセス方式における課題別紙１

NTT東・西区間 接続事業者区間接続事業者区間

ＮＴＴ東・西ビル

4分岐

4分岐

8分岐

局内
SP

局内
SP

ONU

接続事業者網

NTT東・西網

ONU

NTT東・西のお客様宅
8分岐

接続事業者のお客様宅

・接続事業者毎に、ＮＴＴ東・西より８分岐単位（もしくは３２分岐単位）で光ファイバを借り

 る形で、戸建向けＦＴＴＨサービスを展開。

・設備稼働率の観点から非効率な貸し出し形態。

OLT(Optical

 

Line Terminal)：光信号伝送装置

 
ONU(Optical

 

Network Unit)：光回線終端装置

 
SP：スプリッタ

光信号主端末回線 光信号分岐

 
端末回線

（現行接続料：月額５，０２０円／芯※）
※NTT東日本（保守タイプ1-1）の場合

ここで接続した場合は

 
８分岐単位の貸し出し

ここで接続した場合は

 
３２分岐単位の貸し出し

局外
SP

局外
SP

相互接続点（ＰＯＩ）

NTT東・西トラヒック

接続事業者トラヒック

凡例

OLT

OLT

設備提供区分

 
（８分岐単位の貸し出しの場合）

※３２分岐単位の貸し出しの場合は、ＯＬＴ・局内ＳＰもＮＴＴ東・西区間。

（参考）
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２．ＮＴＴ東・西を含む複数事業者によるＯＬＴ共用方式

NTT東・西区間 接続事業者

ＮＴＴ東・西ビル

4分岐

局内
SP

ONU

ONU

・事業者振り分け用ＳＷを設置し、新たな相互接続点を創設することで、ＮＴＴ東・西を含む

 複数事業者によりＯＬＴ共用が可能。また、１ユーザ単位の貸出とすることで、設備稼働

 率が向上し、１ユーザあたりのコスト低減化が可能。

・多数の事業者がＦＴＴＨサービスに参入できるようになり、事業者間の競争が促進。

 その結果、お客様の利便性向上、ＦＴＴＨサービスの一層の普及促進が期待される。

接続事業者

8分岐

局外
SP

新たな相互接続点
(POI)開放例

１ユーザ

 
単位の貸出

SW：スイッチ

NTT東・西設備を共用

O
L
T

相互接続点（ＰＯＩ）

NTT東・西トラヒック

接続事業者トラヒック

凡例

NTT東・西のお客様宅

接続事業者のお客様宅

接続事業者網

NTT東・西網（参考）
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者
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り
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事業者振り分け用SWにて

 
トラヒックを集約・振り分け

設備提供区分
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